
被　　服

2 Ma－3

〔(社)日本家政学会

インバースガスクロマトグラフィーによるRRTパラメータの算出

　　　　　　　　　　　　聖徳栄養短大　　○牛腸ヒロミ　佐藤美雪

　【目的】　我々は前報1)で、羊毛を固定相とするインバースガスクロマトグラフ

において、テルAノイド類の保持容量を測定し、その吸着性が官能基の種類によ

｡ることを見い出した。本報告では、この測定値から吸着等温線を求め、BRT理

論により解析して、吸着座席とエネルギーに関するパラメータを求め、テルペノ

イドの羊毛への吸着性を定量的に議論する。

　【方法】　精製した市販羊毛布の織り糸をかせにして、長さ約50 c mのステンレ

スカラムに詰め、固定相とした。島津ガスクロマトグラフGC-7A (検出器Ｆ

　TD)を用い、キャリヤーガス流速40ml/minの下で、mv.から1O5°Cの温度範囲で

保持時間、ピーク高さ、ピーク面積を測定した。

　【結果】　測定量から各プローブの吸着量と分圧を算出し、吸着等温線を得た。

どのプローブも吸着量はlo-Hg/g)程度と小さく、等温線は下に凸のBETのⅢ型

となった。２、３の系を除くほとんどの系でRRTプロットは良い｡直線性を示し

たので、RRTパラメータＣとNmを算出した。これらは全般的に温度とともに

減少する傾向を示した。結果を羊毛表面の温度特性と関連づけて議論する。

　　1)牛腸ヒロミ、佐藤美雪、家政学会第42回大会要旨集、p.159(1990)

2 Ma－4 親水性ポリマーの膨潤に関する研究（第７報）

－　Sephadexの膨潤における水中の溶存空気の影響一

香川大教育○小川育子　山野秀樹　　鈴鹿医療技術大保健衛生宮川金二郎

　目的　従来の研究で, eelluloseやSephadexなどの膨潤に，水中の溶存空気が影響を

及ぼしていることを，系の体積変化の違いなどから報告してきた。本研究では，引き続き，

Sephadexの膨潤に溶存酸素濃度(D.O.)が及ぼす影響を考察することを目的と･し，画像解

析によるゲル体積, dilatometry による系の体積変化，および膨潤による　D. 0.の経時変化

を測定した。

　方法　架橋デキストランSephadex G-50 （from Pharmacia) (Gと略す）とこれにイオン解

離基を導入した４種イオン性Sephadex (CM;carboxymethyl, SP;sulphopropy1, DEAE;di-

ethylaminoethyl, QAE;diethyl-(2-hydroxypropyl)amino-ethylを使用した。低D.O.水は，

イオン交換水を煮沸後，密閉冷却して作製した。水中の溶存空気量は，溶存酸素計HORIBA

D0-8Fにより　D. 0.を測定した。膨潤体積はＶＴＲを用いた画像解析により，系の体積変化

は，固／液dilatometryにより, 25°Cで測定した。，

　結果　画像解析による最大膨潤率は, GはD. 0.により変化しないが，他の　4種イオン性

SephasexはD.O.が低いほど大きくなった。膨潤のみかけの一次反応定数はD.O.が低いほ

ど小さかった。dilatometryによる系の体積変化はすべて減少した。D. 0.が低いほど，系

の体積減少は大きく，見かけの一次反応定数は小さかった。イオン解離基導入による系の

体積変化は, CMでー，SPでほぼ士0, DEAE, QAEで十であった。密閉系での膨潤における水

のD. 0.は一旦増加した。この最大値は，系の体積の最大変化量と対応していた。これらの

結果から，ヽ水中の溶存空気が，ポリマ―周辺の水の構造変化など，膨潤に大きく関与して

いることが推定された。
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